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鯰
絵
馬
に
込
め
ら
れ
た
病
平
癒
に
つ
い
て

　
　

細
田
博
子

　
　
　

は
じ
め
に

　

鯰
は
地
震
を
想
起
さ
せ
る
生
き
物
で
あ
る
と
周
知
さ
れ
て
い
る
。「
鯰

＝
地
震
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
歴
史
を
遡
れ
ば
一
五
九
二
年
に
天
正
地
震
を

体
験
し
大
阪
へ
避
難
し
た
秀
吉
の
「
ふ
し
ミ
の
ふ
し
ん
な
ま
つ
大
事
に
て

候
の
ま
ま
、
い
か
に
も
へ
ん
と
う
に
い
た
し
可
申
候
間
」
と
書
か
れ
た
伏

見
城
普
請
の
書
状
に
端
を
発
し
て
い
る
が
、
一
六
二
四
年
の
大
雑
書
「
地

底
鯰
之
図
」
に
て
龍
王
の
名
称
の
み
が
鯰
に
変
え
ら
れ
た
後
、「
大
日
本

国
地
震
之
図
」
に
て
、
日
本
を
地
震
か
ら
守
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
登
場
す

る
竜
が
鯰
に
特
定
さ
れ
た
こ
と
で
受
容
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
下
っ

て
一
七
五
三
年
に
上
演
さ
れ
た
「
暫
」
に
て
、
竹
熊
入
道
と
い
う
名
で
鯰

坊
主
が
現
れ
、「
コ
レ
ヤ
イ
丁
稚
め
、
汝
が
な
ん
ぼ
閑
を
据
え
て
其
処
を

動
く
ま
い
と
思
っ
て
も
、お
れ
が
今
こ
の
髭
を
ち
っ
と
ば
か
り
動
か
す
と
、

こ
の
秋
の
よ
う
な
地
震
が
す
る
ぞ（

（
（

。」
と
い
う
台
詞
を
吐
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
恒
常
的
に
地
下
の
鯰
が
暴
れ
て
地
震
を
起
こ
す
と
い
う
俗
信
が
、

庶
民
の
意
識
に
深
く
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ

し
て
幕
末
の
一
八
五
五
年
に
は
、そ
の
信
仰
に
基
づ
く
鯰
絵
が
誕
生
し
た
。

　

鯰
絵
と
は
、
安
政
江
戸
地
震
の
時
に
、
無
届
で
出
版
さ
れ
た
錦
絵
で
あ

る
。無
許
可
の
出
版
物
の
た
め
、版
元
名
や
絵
師
名
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
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浮
世
絵
師
、
特
に
歌
川
派
の
絵
師
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
安
政
の
大
地
震
の
被
害
状
況
と
そ
の
時
代
背

景
、
そ
し
て
鯰
絵
の
流
行
し
た
要
因
分
析
や
、
そ
の
悲
惨
な
大
地
震
災
害

時
に
、
当
事
者
で
あ
る
大
勢
の
被
災
者
達
に
、
何
故
鯰
を
題
材
と
し
描
か

れ
た
錦
絵
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
理
由
を
解
明
し
た
も
の
が

大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
「
鯰
＝
地
震
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
本
当
に

民
衆
の
意
識
の
根
底
に
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
鯰
絵
は
誕
生
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
筆
者
が
鯰
の
伝
説
や
俗
信
と
鯰
絵
と
の
因
果
関
係
を
追
求
し
た

結
果
、「
鯰
＝
地
震
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
地
域
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
こ

と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た（

（
（

。
西
日
本
の
限
定
的
調
査
だ
が
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
た
結
論
で
は
、
鯰
は
「
地
震
」
よ
り
「
皮
膚
病
」
の
印
象
が
強
い
傾

向
に
あ
り
、
皮
膚
病
祈
願
時
に
は
、
鯰
を
描
い
た
絵
馬
を
奉
納
す
る
こ
と

が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
調
査
範
囲
の
限
定
を
提
示
し
た
上
で
調
査
結
果
を

分
析
し
提
示
し
た
い
。
そ
の
調
査
事
例
に
も
と
づ
い
て
因
果
関
係
を
考
察

し
、ひ
い
て
は
、鯰
の
表
象
の
多
様
性
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　

一
、
鯰
絵
馬
の
位
置
付
け

　

絵
馬
研
究
に
つ
い
て
は
、『
繪
馬
と
馬
』、『
板
繪
沿
革
』（『
定
本 

柳
田

國
男
集
二
十
七
巻
（
新
装
版
）』
一
九
七
〇 

筑
摩
書
房
）
の
よ
う
に
、
絵

馬
の
本
質
を
問
う
柳
田
國
男
氏
や
絵
馬
の
基
本
概
念
を
述
べ
る
岩
井
宏
実

氏
の『
近
世
の
大
絵
馬
』（
一
九
七
九 

財
団
法
人 

馬
事
文
化
財
団
）や『
日

本
の
絵
馬
』（
一
九
七
〇 

河
原
書
店
）
に
詳
し
い
。

　

民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
は
、
絵
馬
の
起
源
を
、「
海
か
ら
渡
っ
て
来
た

ら
し
い
日
本
人
で
は
あ
る
が
、
不
思
議
に
神
々
の
み
は
馬
に
騎
っ
て
、
高

い
山
の
嶺
か
ら
降
り
た
ま
ふ
も
の
と
信
じ
て
居
た
。
そ
れ
が
飾
り
馬
の
背

上
に
、
未
だ
畫
か
れ
ざ
る
神
を
幻
覚
し
た
理
由
で
も
あ
れ
ば
、
同
時
に
ま

た
繪
馬
を
大
神
へ
の
贈
呈
の
如
く
、
考
へ
る
に
至
っ
た
原
因
で
も
あ
る
」

と
、『
繪
馬
と
馬（

（
（

』
に
て
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
岩
井
宏
実
は
『
近
世
の
大
絵
馬
』
に
お
い
て
、
古
く
か
ら
日
本

で
は
、
神
霊
は
乗
馬
姿
で
人
界
に
降
臨
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
た
め
祈
願
や
祭
礼
の
さ
い
は
、
神
霊
の
降
臨
を
願

い
生
馬
を
献
上
し
て
い
た
こ
と
に
遡
る
。
こ
の
生
馬
献
上
の
か
わ
り
に
馬

形
を
献
上
す
る
風
習
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
馬
形
を
簡
略
化
し
た
板
立
馬
が

あ
ら
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
板
に
描
い
た
馬
、
す
な
わ
ち
絵
馬
が
誕
生
し
た
、

と
絵
馬
の
起
源
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
中
世
末
期
以
来
は
馬
以

外
の
図
柄
も
多
く
あ
ら
わ
れ
、
信
仰
す
る
神
仏
の
像
や
、
神
仏
の
持
物
や

眷
属
、
祭
場
や
祭
具
、
祈
願
内
容
、
礼
拝
姿
な
ど
を
描
い
た
絵
馬
が
奉
納

さ
れ
た
こ
と
や
神
仏
の
御
利
益
の
種
類
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
由
緒
来
歴
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に
よ
っ
て
千
差
万
別
、
多
彩
な
図
が
あ
ら
わ
れ
、
路
傍
の
小
祠
や
小
堂
、

大
社
大
寺
の
境
内
末
社
の
祠
堂
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
小
絵
馬
と
し
て

脈
々
と
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る（

（
（

。

　

絵
馬
は
、
主
に
美
術
的
に
価
値
の
あ
る
大
絵
馬
と
民
間
信
仰
に
基
づ
き

庶
民
が
奉
納
す
る
小
絵
馬
に
分
け
ら
れ
る
。
岩
井
は
「
一
般
的
通
念
と
し

て
大
絵
馬
は
美
術
的
に
秀
れ
、
小
絵
馬
は
宗
教
的
で
は
あ
る
が
美
術
的
に

は
劣
る
と
い
う
考
え
方
が
お
こ
な
わ
れ
、
小
絵
馬
が
大
絵
馬
よ
り
も
低
い

評
価
を
受
け
て
い
る
印
象
を
う
け
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
大
絵
馬
、
小
絵

馬
は
大
型
絵
馬
、
小
型
絵
馬
と
い
う
形
の
上
で
の
分
類
の
略
称
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。
絵
馬
の
形
態
で
あ
る
が
、
大
絵
馬
は
二
、三
メ
ー
ト
ル

以
上
、
小
絵
馬
は
三
〇
セ
ン
チ
以
下
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
し
、
絵
馬

が
大
型
化
す
る
の
は
、
室
町
時
代
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　

松
本
三
喜
夫
の
『
絵
馬
を 

あ
る
き 

よ
む
』
に
よ
る
と
、
絵
馬
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
・
民
俗
的
な
見
地
か
ら
も
、
ま
た
、
美
術
や
民

芸
的
な
見
地
か
ら
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
、「
本
格
的
に

何
々
学
概
論
と
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
な
ど
の
通
史
的
な
概
説

の
中
に
、
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な

い
の
が
現
状
で
あ
る（

（
（

」
と
の
見
解
も
あ
る
。

　

小
絵
馬
は
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
絵
馬
の
形
状
・
仕
様
も
多
種
多
様
と

な
り
、
大
型
の
絵
馬
、
扁
額
形
式
の
い
わ
ゆ
る
大
絵
馬
が
出
現
し
た
の
も

室
町
時
代
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
岩
井
は
、「
庶
民
の
素
朴
な
祈
願
が
寺

社
に
反
映
し
、
い
き
お
い
絵
馬
に
お
い
て
も
、
興
福
寺
や
栄
根
寺
の
絵
馬

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
信
仰
の
対
象
そ
の
も
の
を
描
い
た
り
、
そ
の
仏
を

象
徴
す
る
持
物
や
眷
属
を
描
い
た
り
、
あ
る
い
は
祈
願
の
内
容
を
描
き
、

願
望
を
表
示
す
る
直
接
的
・
具
体
的
な
絵
を
生
み
だ
し
た
。」
と
も
『
日

本
の
絵
馬
』（
78
頁
）
に
て
述
べ
て
い
る
。
岩
井
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

に
つ
い
て
、
大
絵
馬
は
祈
願
・
報
謝
の
内
容
を
あ
か
ら
さ
ま
に
表
出
し
、

自
ら
の
意
志
と
行
為
を
公
然
と
大
衆
の
面
前
に
示
す
も
の
が
多
く
、
公
開

性
を
も
つ
の
に
対
し
、
庶
民
の
素
朴
な
祈
願
が
主
で
あ
る
小
絵
馬
は
匿
名

性
を
も
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、「
従
来
、
神
社
に
あ
げ
ら

れ
る
絵
馬
よ
り
、
寺
院
に
あ
げ
ら
れ
た
絵
馬
の
方
が
、
民
間
信
仰
的
要
素

が
濃
厚
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
図
柄
が
よ
り
直
接
的
・
具
体
的
で
あ
っ
た
」

（
同
頁
）
と
い
う
こ
と
か
ら
鑑
み
て
も
、
時
代
の
事
象
を
映
し
出
し
て
い

る
社
会
性
を
も
っ
た
も
の
と
い
う
意
味
で
は
、
大
絵
馬
も
小
絵
馬
も
、
美

術
的
な
視
点
要
素
が
あ
り
、
表
象
の
枠
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
と
く
に
小
絵
馬
に
描
か
れ
る
図
は
、
一
般
民
衆
の
い
わ
ゆ
る
民

間
信
仰
を
基
礎
と
し
て
、
一
目
で
願
い
事
の
内
容
を
把
握
で
き
る
、
標
章

や
暗
号
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

鯰
絵
馬
に
つ
い
て
は
、
西
日
本
地
域
の
鯰
絵
馬
研
究
を
行
う
半
田
隆
夫

氏
の
『
神
神
と
鯰
』（
一
九
九
六 

私
家
版
）、『
神
佛
と
鯰
』（
一
九
九
九 
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私
家
版
）、『
神
佛
と
鯰　

続
１
』（
二
〇
〇
五 

私
家
版
）
や
、
萩
生
田
憲

昭
氏
の
「
鯰
絵
馬
―
そ
の
所
在
と
俗
信
」（
二
〇
〇
五 

生
き
物
文
化
誌
学

会 

京
都
例
会
）、「
鯰
絵
馬
と
癜
病
と
の
関
わ
り
」（『
ナ
マ
ズ
の
博
物
誌
』

二
〇
一
六 
誠
文
堂
新
光
社
）
の
研
究
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

　

鯰
小
絵
馬
の
定
義
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
り
素
材
や
大
き
さ
が
一
定
し

て
い
な
い
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
。
木
材
以
外
に
紙
に
描
か
れ
た
鯰
の
図

や
、
額
に
入
っ
た
鯰
の
絵
も
多
く
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
呼
び
名
も
「
鯰
絵

馬
」
の
他
、「
鯰
図
」
や
「
鯰
板
」
な
ど
、
千
差
万
別
で
あ
る
。
柳
田
國

男
氏
は
『
板
繪
沿
革
』
に
お
い
て
、「
繪
馬
の
額
の
上
緣
が
山
形
に
な
っ

て
居
る
の
は
、
多
分
廐
舎
の
正
面
の
屋
根
を
表
は
し
た
の
が
も
と
で
、
是

た
ゞ
一
つ
か
ら
考
へ
て
も
、
エ
マ
が
繪
馬
か
ら
出
た
語
だ
ら
う
と
い
ふ
通

説
は
否
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
し
、
ま
た
、
絵
馬
に
つ
い
て
、
掛

け
る
場
所
も
自
由
に
き
め
、
或
は
路
傍
の
緣
や
老
樹
に
も
掛
け
、
又
は
巫

女
御
夢
想
の
家
に
置
い
て
來
る
者
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
岩
井

宏
實
氏
も
「
日
本
人
の
祈
り
の
か
た
ち
」
の
章
に
て
、
時
代
が
す
す
む
と

と
も
に
村
中
・
組
中
で
お
こ
な
う
共
同
祈
願
の
方
式
か
ら
個
人
祈
願
が
顕

著
に
な
り
、
願
い
事
を
心
に
念
じ
て
口
の
中
で
唱
え
、
願
掛
け
の
内
容
を

よ
り
具
象
的
に
示
す
た
め
絵
馬
を
奉
納
す
る
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り
、

絵
馬
の
定
義
は
、地
域
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、素
材
や
大
き
さ
が
様
々

で
あ
ろ
う
と
も
、
同
じ
信
仰
に
基
づ
い
た
絵
馬
で
あ
れ
ば
、
小
絵
馬
の
定

義
に
反
し
て
は
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
の
定
義
に

基
づ
き
、
絵
馬
の
素
材
に
つ
い
て
は
木
材
の
他
、
銅
、
石
、
神
、
画
、
紙

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
取
り
上
げ
る
。

　
　
　

二
、
鯰
絵
馬
の
所
在
地
域
と
年
代

　

ま
ず
、
現
代
に
お
け
る
鯰
の
描
か
れ
た
絵
馬
の
所
在
と
、
過
去
に
行
わ

れ
た
実
見
調
査
結
果
を
元
に
、
現
在
の
絵
馬
の
存
在
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

方
法
と
し
て
、
書
籍
、
文
献
の
集
計
結
果
を
元
に
、
鯰
絵
馬
の
実
見
調

査
（
二
〇
一
六
年
四
月
〜
二
〇
一
七
年
三
月
）
を
行
っ
た
。【
表
１
】（
№

１
〜
58
）
実
見
調
査
を
行
っ
た
寺
社
（
地
蔵
を
含
）
は
計
58
件
で
あ
る
。

静
岡
県
、
岐
阜
県
、
奈
良
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
福
井
県
、
兵
庫
県
、

三
重
県
、
和
歌
山
県
、
香
川
県
、
徳
島
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
佐
賀
県
、

大
分
県
、
長
崎
県
、
福
岡
県
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
の
19
県
が
対
象
の
県

で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
調
査
し
た
寺
社
（
地
蔵
含
）
に
て
、
現
在
も
し

く
は
過
去
に
鯰
の
絵
馬
所
在
（
保
管
）
を
確
認
（
現
在
も
確
認
さ
れ
た
の

は
42
件
、
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
16
件
）
し
た
結
果
を
下
記
に
記
す
。

　

鯰
絵
馬
に
は
、地
域
特
有
の
言
い
伝
え
に
付
随
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
鯰
に
ま
つ
わ
る
民
話
・
伝
説
・
俗
信
の
集
計
結
果
を
3
種
類
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【表１】鯰絵馬所在表

No. 県名 寺社・地蔵名
（別名） 年代（文献） 形態

絵 馬 の 確 認
数、（）‥図録・
文献記載、【】
‥HP上記載、

《》‥大学所蔵

祈願内容 構図

1 静岡 尊永寺 大正7年 絵馬 ２（複数） 皮膚病 鯰一匹２

2 岐阜 小野 庚申堂 昭和59年 絵馬 29⑵ 皮膚病 鯰一匹27⑵、鯰
二匹１、文字１

3 奈良 久米寺 昭和53年 木彫鯰、絵
馬 １⑹ 皮膚病 鯰一匹１、鯰二

匹１

4 京都 今宮神社 明治時代〜
大正時代 石画、石台、１⑴ 疫病、皮膚病 鯰一匹２

5 福井 川上 白山神
社 明治31年 絵馬 ２（複数） 忌み嫌う 鯰一匹２

6 福井 虚空蔵寺（な
まず堂） 不明 絵馬 ８ 皮膚病、安産祈

願、病気治療 鯰一匹８

7 福井

丸岡 白山神
社

（なまず絵馬
堂）

文政12年、
天保３年、
嘉永元年、
安政５年

絵馬、板絵 53（大絵馬1）皮膚病
鯰一匹51（鰻と
鯰）鯰二匹１、
多数１

8 兵庫 妙観寺 天保10年 絵馬 ９ 皮膚病 鯰二匹９

9 兵庫 白井神社
明治11年、
明 治 16  年

（明治44年）

銅絵馬、鉄
絵馬 ２ 歯痛 鯰一匹２

10 三重 徳蓮寺 万治元年、
天保10年 絵馬 161 皮膚病 鯰一匹33鰻と鯰

128

11 和歌山 奥谷薬師堂 明治20年、
明治45年 絵馬 ６（複数） 皮膚病 鯰一匹６

12 和歌山 本恵寺 文化11年 絵馬 ４（複数） 皮膚病、髪 鯰一匹２、鯰二
匹３

13 徳島 鉢薬師庵 明治42年 絵馬 １ 皮膚病 鯰一匹１
14 徳島 神宮寺 昭和20年 絵馬 ３（1） 皮膚病 鯰一匹１

15 広島 勝福寺（白水
観音）

享保　明治
昭和５年 絵馬、板絵 13 皮膚病 鯰一匹８、鯰二

匹３、不明２
16 山口 竹生寺 明治20年 絵馬 １ 不明 鯰一匹１

17 佐賀 與止日女神社
（河上神社） 不明 絵画 １ 皮膚病、阿蘇信

仰 白黒鯰二匹１

18 佐賀 豊玉姫神社 不明 紙 ３ 皮膚病、眷属 鯰一匹１、不明

19 長崎 多良見 阿蘇
神社 不明 絵画、陶鯰、

木彫鯰 ３⑵ 皮膚病 鯰 一 匹 ２ （ 1 ）
黒鯰二匹１

20 福岡 玉垂命神社　
昭和７、８、
14年、昭和
61年

絵馬、板絵 14 皮膚病 鯰一匹７、鯰二
匹６、不明1

21 福岡 地主神社・阿
蘇神社 （昭和７年）文字板（絵

馬） １（1） 皮膚病 鯰二匹１、その
他１

22 福岡 伏見神社

嘉永５年、
昭和７年、
昭和24年、
昭和32年、
昭和44年、
明治42年

板絵 ４（34）【６】皮膚病、眷属
鯰一匹１（23）、
鯰二匹13、鯰多
数６、不明２

23 福岡 武守権現神社 平成５年 画 １ 皮膚病 鯰二匹1

24 福岡 杷木 阿蘇神
社

（昭和６年、
昭和35年） 板絵 ⑷ 皮膚病

鯰一匹１、黒鯰
二匹１、鯰多数
１、不明１
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25 福岡 田主丸 阿蘇
神社 不明 画 ４（複数） 皮膚病、眷属 鯰一匹１、鯰二

匹１不明２

26 福岡 中島弁財天社
〈麻生神社内〉

（ 大 正 ９
年）、昭和
25年

画 ４ 皮膚病 鯰一匹２、鯰二
匹３

27 福岡 大年神社 不明 板絵 １ 不明 鯰多数１
28 福岡 照天神社 不明 絵馬 １ 子孫繁栄 鯰一匹１

29 福岡 海津　阿蘇神
社 不明 画、絵馬 １⑶ 阿蘇信仰 鯰一匹１（３）

30 福岡 賀茂神社
享保17〜18
年以降、文
政４年

絵馬 ４（複数） 皮膚病 鯰一匹３、鯰二
匹１

31 福岡 大森宮 平成13年 絵画 １⑶ 皮膚病 鯰一匹１（２）、
不明（1）

32 福岡 妙見神社 不明 絵馬、紙 ５（複数） 皮膚病 鯰一匹４、鯰二
匹１

33 熊本 国造神社　鯰
宮 不明 紙 （複数） 皮膚病 不明

34 熊本 遥拝神社

大正15年、
昭和９年、
昭和23年、
平成16年

紙 20 皮膚病
阿蘇信仰

鯰一匹15、その
他５

35 熊本 遥拝阿蘇神社

江戸（明治）
時代、平成
19年、平成
23年、平成
25年

画、紙 １（17） 皮膚病 鯰一匹９、鯰二
匹３、その他６

36 熊本 平川阿蘇神社 不明 紙 １ 皮膚病 鯰一匹１

37 熊本 年禰神社 宝永２年 石 １ 水神鯰、阿蘇信
仰 鯰一匹１

38 熊本 二宮神社 不明 紙 １ 皮膚病 鯰一匹１

39 熊本 大津山 阿蘇
神社 不明 紙 １ 皮膚病 鯰一匹１

40 熊本 上川阿蘇神社

昭和43年、
昭和50年、
平成元年、
平成２年

紙 15 皮膚病 鯰一匹14、その
他１

41 熊本 小島阿蘇神社 不明 絵馬、紙 ５ 皮膚病 鯰一匹２、鯰二
匹２、不明

42 熊本 五郎丸神社
（二宮神社） 明治33年 大絵馬 １ 阿蘇信仰 鯰二匹１

43 奈良
地蔵石仏（別
名・ナマズ地
蔵）

天文10年頃
から 絵馬 不明 皮膚病

歯痛 不明

44 大阪
玉津稲荷

〈露天神社境
内〉

明治（大正
から昭和） 絵馬 ⑷複数 皮膚病 鯰一匹⑷

45 和歌山 丹生神社 不明 絵馬 ⑴ 皮膚病 鯰一匹⑴
46 香川 水主神社 江戸時代 絵馬 複数 皮膚病・疱瘡 鯰一匹⑶

47 徳島 鯰神社 江戸時代後
期 扁額 不明 皮膚病 不明

48 大分 大国主神社
（明和２年
または天昭

（正）六年）
絵馬 ⑶ 皮膚病 鯰一匹⑶

49 福岡 崇福寺 不明 絵馬 《３》 皮膚病 鯰一匹⑶
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50 福岡 人丸神社 不明 絵馬 《３》 皮膚病 黒鯰一匹（１）、
白鯰一匹（２）

51 福岡 松尾神社 昭和52年迄 絵馬、紙 （複数） 皮膚病 白鯰一匹⑶

52 福岡 若宮神社 大正３年、
平成９年

絵馬、板絵、
紙 ⑸ 皮膚病 白鯰一匹⑶、白

鯰二匹⑵

53 福岡 七霊宮 不明 絵馬、紙 ⑵ 皮膚病 白黒鯰二匹⑴、
白鯰二匹⑴

54 福岡 宇原神社 昭和40年頃
迄 紙 （複数） 皮膚病 不明

55 熊本 山出神社 不明 絵馬 ⑴ 皮膚病 鯰一匹⑴
56 熊本 古田阿蘇神社 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明

57 熊本 太刀緒神社 昭和30年頃
まで 大絵馬 ⑴ 皮膚病 鯰一匹⑴

58 鹿児島 天之御中主神
社 明治初期 絵馬 ⑴ 皮膚病 鯰一匹⑴

59 愛知 泉蔵院 享保20年、
宝暦３年 図 18 皮膚病 黒鯰・白鯰一匹

（15）、二匹⑶

60 愛知 神倉神社 文政11年 絵馬 ⑵ 皮膚病 鯰一匹⑴、鯰二
匹⑴

61 愛知 八柱神社 大正11年、
明治８年 絵馬 ⑷ 皮膚病 鯰一匹⑷

62 奈良 西円堂〈法隆
寺〉 不明 絵馬 ２ 皮膚病、病気平

癒
鯰一匹⑴、鯰二
匹⑴

63 奈良 興福寺南円堂 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明
64 奈良 大和峯薬師 不明 絵馬 不明 不明 鯰二匹⑴
65 京都 三島神社 不明 絵馬 １ 安産祈願 不明
66 京都 牛頭天王社 不明 絵馬 １ 瘡、腫れもの 不明

67 京都 東福寺山内弁
財天 不明 絵馬 不明 不明 不明

68 京都 玉津大明神 明治頃 絵馬 不明 じんましん 鯰一匹⑴
69 大阪 曽根埼 不明 絵馬 不明 不明 鯰一匹⑴
70 大阪 大阪付近 不明 絵馬 不明 不明 鯰一匹⑴
71 大阪 大阪付近 不明 絵馬 不明 不明 鯰二匹⑴
72 福井 中道院 不明 絵馬 １ 皮膚病 黒鯰一匹⑴

73 福井 弁財天 不明 絵馬 １ 皮膚病、安産祈
願 黒鯰二匹⑴

74 福井 辰巳川神社 不明 絵馬 １ 皮膚病、安産祈
願 不明

75 福井 薬師堂 不明 絵馬 不明 不明 不明
76 福井 神明神社 不明 絵馬 不明 不明 不明
77 福井 春日神社 不明 絵馬 不明 不明 不明

78 福井 福井県〔原文
ママ〕

昭和35年以
前 絵馬 不明 不明 鯰一匹⑴

79 福井 福井県福井市
〔原文ママ〕

明治（末）
期 不明 不明 鯰一匹⑴

80 滋賀 観音堂 不明 絵馬 不明 不明 鯰二匹⑴

81 兵庫 薬師堂 不明 絵馬、文字
板 多数 皮膚病 不明

82 兵庫 奥畑正遍寺 不明 絵馬、文字
板 ３ 皮膚病 鯰一匹⑵、鯰二

匹⑴
83 兵庫 降泉寺 不明 絵馬 １ 皮膚病 鯰二匹⑴
84 兵庫 阿万正福寺 不明 絵馬 １ 皮膚病 鯰二匹⑴
85 兵庫 清水庵 不明 絵馬 ２ 皮膚病 鯰一匹⑵
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86 兵庫 長畠観音堂 明治28年 絵馬 １ 皮膚病 鯰二匹⑴

87 兵庫 白山観音堂 不明 絵馬 ２ 皮膚病 鯰一匹⑴、鯰二
匹⑵

88 兵庫 上槻瀬薬師堂 不明 絵馬 １ 不明 黒鯰一匹⑴

89 兵庫 広田神社 不明 絵馬 １
皮膚病、夫婦和
合、安産祈願、
現世利益

鯰一匹⑴

90 兵庫 高良神社 不明 絵馬 １ 皮膚病 鯰一匹⑴

91 兵庫 住吉神社・加
東郡 不明 絵馬 １ 皮膚病、腫れも

の 不明

92 兵庫 松原八幡神社 不明 絵馬 １ 皮膚病 不明
93 兵庫 白藤稲荷社 不明 絵馬 １ 皮膚病 不明
94 兵庫 城崎神社 不明 絵馬 皮膚病 不明
95 兵庫 蛇穴神社 不明 絵馬 ３ 皮膚病 鱏と鯰⑴
96 兵庫 薬王寺 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明

97 兵庫 但馬國城崎温
泉 不明 絵馬 不明 不明 鯰一匹⑴

98 三重 庫蔵寺 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明

99 和歌山 薬師堂・日置
川町 不明 絵馬 ２ 皮膚病、でん瘋 白鯰⑴、黒鯰⑴

100 和歌山 東光寺 不明 絵馬 １ 皮膚病 不明

101 和歌山 薬師堂・龍神
村宮代 不明 絵馬 １ 皮膚病 不明

102 和歌山 浄蓮寺 不明 絵馬 １ 不明 鯰二匹⑴

103 和歌山 弁財天・田辺
闘鶏社 不明 絵馬 不明 ナマズ禿 不明

104 和歌山 毘沙門堂 不明 絵馬 １ 不明 不明
105 和歌山 鞍岩神社 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明
106 和歌山 観音堂 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明
107 和歌山 薬師地蔵寺 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明
108 和歌山 子育て地蔵 不明 絵馬 不明 子育て 不明

109 香川 地蔵堂・志度
寺 不明 絵馬 １ 皮膚病 黒鯰一匹⑴

110 香川 白鳥神社 不明 紙 １ 皮膚病 墨描き　文字の
み

111 徳島 阿波日の峰神
社 不明 絵馬 不明 皮膚病 鯰一匹⑴

112 徳島 石井真之助コ
レクション 不明 絵馬 ５ 皮膚病 鯰一匹⑷、鯰二

匹⑴

113 島根 産土神社 大正末期ま
で 紙 不明 皮膚病 黒鯰白鯰複数

114 岡山 土居神社 不明 絵馬 １ 皮膚病 黒鯰一匹⑴
115 福岡 次郎太郎堂 1971頃 絵馬 数点 不明 不明
116 福岡 山田地蔵 不明 絵馬 数点 皮膚病 白鯰⑴、黒鯰⑴
117 福岡 高良神社 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明

118 福岡 梅津 阿蘇神
社 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明

119 福岡 妙見稲荷・吉
塚 不明 絵馬 不明 皮膚病 不明

120 熊本 一勝地阿蘇神
社 不明 絵馬 不明 病気祈願 不明
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し
た
、
実
見
調
査
に
よ
り
新
し
く
得
た
鯰
絵
馬
の
所
在
掲
載
文
献

は
、
半
田
隆
夫
『
神
神
と
鯰
』
一
九
九
六 
私
家
蔵
、
半
田
隆
夫
『
神
佛

と
鯰
』
一
九
九
九 

私
家
版
、
半
田
隆
夫
『
神
佛
と
鯰　

続
１
』

二
〇
〇
五 

私
家
版
、「
生
き
物
文
化
誌
学
会 

福
岡
例
会
」
講
演
資
料

二
〇
〇
九 

私
家
版
、
萩
生
田
憲
昭
「
鯰
絵
馬
―
そ
の
所
在
と
俗
信
」

二
〇
〇
五 

生
き
物
文
化
誌
学
会 

京
都
例
会
、
萩
生
田
憲
昭
「
鯰
絵
馬
と

癜
病
と
の
関
わ
り
」『
ナ
マ
ズ
の
博
物
誌
』
二
〇
一
六 

誠
文
堂
新
光
社
、

人
吉
新
聞
掲
載
記
事
を
参
考（

（1
（

に
し
た
。（
他
、
現
地
調
査
や
図
録
調
査
か

ら
得
た
情
報
及
び
文
献（

（1
（

を
含
む
）
ま
た
、
現
代
に
お
い
て
も
野
外
に
置
か

れ
た
祠
に
掛
け
ら
れ
た
ま
ま
、
保
持
を
強
い
ら
れ
て
い
る
絵
馬
も
少
な
く

な
く
、
寺
社
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
経
年
劣
化
は
否
め
ず
、
一

定
の
状
態
を
保
つ
こ
と
が
難
し
い
。
更
に
、
小
絵
馬
の
文
化
的
及
び
美
術

的
な
位
置
づ
け
や
状
態
は
決
し
て
高
い
と
は
主
張
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
文
化
財
未
認
定
の
た
め
行
政
的
援
助
も
な
く
、
寺
社
の

管
理
者
や
地
域
に
住
む
住
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
よ
う

や
く
保
た
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
文
献
の
記
載
が
確
認
さ
れ
て
い

て
も
調
査
確
認
が
不
可
能
だ
っ
た
地
域
や
、
所
在
が
不
明
の
地
域
も
多
く

存
在
し
た
。
管
理
者
の
高
齢
化
や
諸
々
の
理
由
で
、
言
い
伝
え
や
所
在
の

引
き
継
ぎ
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
図
録
の
記
述
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
絵
馬
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
見
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
村
誌
や
図
録
を
精
読
し
、
可
能
な
限
り
正
確
な
分
析
を
試
み
る
。

　

鯰
絵
馬
の
所
在
だ
が
、
年
代
別
（
江
戸
時
代
、
明
治
時
代
、
大
正
時
代
、

昭
和
時
代
）に
分
類
を
し
て
い
る
。【
図
１
】現
存
し
て
い
る
絵
馬
、図
録
、

文
献
に
お
い
て
、
該
当
す
る
年
代
別
に
、
絵
馬
の
所
在
県
を
区
分
け
し
て

い
る
。
22
県
120
件
の
寺
社
及
び
地
蔵
尊
に
お
い
て
、
鯰
絵
馬
の
所
在
が
確

認
で
き
た
県
は
、
一
番
多
い
福
岡
県
24
件
、
二
番
目
に
多
い
兵
庫
県
19
件

に
続
き
、
熊
本
県
が
17
件
、
和
歌
山
県
13
件
、
福
井
県
11
件
、
奈
良
県
・

京
都
府
・
徳
島
県
が
5
件
、
大
阪
府
4
件
、
香
川
県
の
3
件
、
三
重
県
・

佐
賀
県
の
2
件
、
静
岡
県
・
岐
阜
県
・
滋
賀
県
・
広
島
県
・
岡
山
県
・
山

口
県
・
島
根
県
・
大
分
県
・
長
崎
県
・
鹿
児
島
県
の
1
件
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。
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江戸時代
明治時代
大正時代
昭和時代

【図１】鯰絵馬奉納の年代地図

【表２】江戸時代以降に奉納された鯰絵馬所在寺社（【表１】より抽出）
県名 寺社名 年代

1 三重 徳蓮寺 万治元年、天保10年
2 福岡 賀茂神社 享保17〜18年以降、文政４年
3 愛知 泉蔵院 享保20年、宝暦３年
4 広島 勝福寺（白水観音） 享保、明治、昭和５年
5 和歌山 本恵寺 文化11年
6 愛知 神倉神社 文政11年

7 福井 丸岡 白川神社
（なまず絵馬堂） 文政12年、天保３年、嘉永元年、安政５年

8 兵庫 妙観寺 天保10年

9 福岡 伏見神社 嘉永５年、昭和７年、昭和24年、昭和32年、昭和44
年、明治42年

10 熊本 遥拝阿蘇神社 江戸（明治）時代、平成19年、平成23年、平成25年
11 香川 水主神社 江戸時代
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【
表
２
】
で
は
、
江
戸
時
代
に
皮
膚
病
祈
願
と
し
て
鯰
絵
馬
が
奉
納
さ

れ
て
い
た
県
を
抽
出
し
た
。（（
№
）
は
【
表
１
】
参
照
）
最
古
の
絵
馬
の

あ
る
三
重
県
の
徳
蓮
寺
（
№
10
）
で
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
の
鯰
絵

馬
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。【
図
２
】次
に
福
岡
県
の
賀
茂
神
社（
№
30
）は
、

享
保
十
七
〜
十
八
年
（
西
暦
一
七
三
二
〜
三
年
）、
西
日
本
一
帯
を
大
飢

饉
が
襲
っ
た
の
を
機
に
、鯰
を
祀
っ
て
い
る
寺
社
で
あ
る
が
、そ
れ
以
降
、

皮
膚
病
祈
願
の
鯰
絵
馬
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
享
保
時
代
の
絵
馬
は
な
い
が
、
当
時
鯰
の
絵
馬

の
奉
納
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
最
古
の
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い

る
。【
図
３
】
こ
れ
は
文
政
四
年
（
一
八
二
二
）
に
は
確
実
に
「
癜
肌
に

か
か
っ
た
ら
鯰
絵
馬
を
奉
納
す
る
こ
と
」
が
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
裏

付
け
に
な
り
、
絵
馬
奉
納
は
、
さ
ら
に
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
よ
う
。

　

次
の
愛
知
県
の
泉
蔵
院
（
№
59
）
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五（

（1
（

）【
図
４
】

と
続
く
。
次
い
で
広
島
県
の
勝
福
寺
（
白
水
観
音
）（
№
15
）
だ
が
、
皮

膚
病
祈
願
に
鯰
絵
馬
を
奉
納
し
た
堂
は
天
保
十
四
年
に
は
再
建
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
享
保
時
代
の
年
号
の
特
定
さ
れ
る
資
料
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。【
図
５
】。
和
歌
山
県
の
本
恵
寺
（
№
12
）、
は
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）【
図
６
】、
愛
知
県
の
神
倉
神
社
（
№
60
）
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）【
図
７
】、
福
井
県
の
丸
岡
白
川
神
社
（
な
ま
ず
絵

馬
堂
）（
№
7
）
が
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）【
図
８
】、
兵
庫
県
の
妙

観
寺
（
№
8
）
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）【
図
９
】、
福
岡
県
の
伏
見
神
社

（
№
22
）、
嘉
永
五
年
（
一
七
二
〇
）【
図
10
】
で
あ
る
。
熊
本
の
遥
拝
阿

蘇
神
社
（
№
35
）
に
つ
い
て
は
、
実
見
調
査
で
は
昭
和
時
代
に
複
製
さ
れ

た
絵
馬
の
確
認
が
で
き
た
も
の
の
、
後
に
、
拝
殿
の
奥
に
保
管
さ
れ
て
い

た
江
戸（
明
治
）時
代
の
奉
納
絵
馬
に
つ
い
て
は
所
在
が
確
認
で
き
た
が
、

明
確
な
年
号
を
知
る
資
料
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
香
川
県
の
水
主

神
社
（
№
46
）
に
つ
い
て
は
、
実
見
調
査
時
に
は
絵
馬
の
確
認
が
と
れ
な

か
っ
た
が
、
後
に
絵
馬
3
枚
の
所
在
と
構
図
、
古
記
録
か
ら
年
代
の
み
確

【図３】賀茂神社
（半田隆夫1996「神神と鯰」私家版 P53）

　
　

立
顔　

賀
茂
大
明
神
廣
前　

　

鯰
癪
物
首
筋
・
脇
腹

　

平
癒
奉
祈
願

　

立
顔
成
就
之
時
、
鯰
繪

　

奉
納
納

⬇
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認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
か
、
大
分
県
の
大
国
玉
神
社
（
№
48
）、
絵

馬
奉
納
が
始
ま
っ
た
年
代
の
特
定
が
不
可
能
で
あ
る
が
、
下
記
の
記
載
を

あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
　

�「
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）」「
大
国
玉
神
社
」
の
額
の
か
か
っ
た
大

き
な
石
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。そ
の
正
面
に
向
か
う
と
、楠
や
く
ぬ
ぎ
、

松
の
縁
に
囲
ま
れ
た
社
殿
の
跡
が
あ
り
、
東
に
石
祠
（
昭
和
十
八
年

建
立
）
と
、
西
に
古
風
な
安
山
岩
で
作
ら
れ
た
珍
し
い
「
庚
申
塚
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
惣
体
様
で
、
昔
か
ら
皮
膚
病
の
治
癒
の
神
様

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
神
体
は
、
戦
後
、
鍋
島
神
社
（
貴
船

宮
）
へ
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
今
も
惣
体
様
の
祖
宮
で
あ

る
お
社
が
あ
り
、
遠
く
北
九
州
や
安
心
院
か
ら
も
鯰
の
絵
を
奉
納
し

祈
願
す
る
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（

（1
（

。」

　

こ
の
よ
う
に
、
皮
膚
病
と
鯰
絵
馬
奉
納
の
関
係
は
深
い
こ
と
が
明
確
で

あ
り
、
地
域
の
人
々
の
認
識
や
口
伝
か
ら
も
、
そ
の
時
代
か
ら
皮
膚
病
祈

願
の
鯰
絵
馬
奉
納
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、「
鍋

島
海
岸
の
松
腹
中
に
惣
躰
社
と
云
ふ
無
格
社
が
あ
る
。
之
れ
は
皮
膚
病
即

ち
ナ
マ
ヅ
水
瘡
の
守
神
と
尊
ば
れ
、
一
其
の
手
水
鉢
の
御
水
を
戴
い
て
患

部
を
洗
へ
ば
、
直
ち
に
全
癒
す（

（1
（

」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
手
水
鉢
の
御

水
の
効
能
に
つ
い
て
は
、
勝
福
寺
（
白
水
観
音
）（
№
15
）
の
よ
う
に
、

お
水
を
貰
い
に
来
て
皮
膚
病
「
な
ま
ず
」
の
治
っ
た
人
は
、
そ
の
お
礼
に

鯰
の
絵
を
か
い
て
奉
納
し
た
と
い
う
霊
水
伝
説
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
大
国
玉
神
社
に
つ
い
て
も
、
当
時
か
ら
お
礼
と
し
て
鯰

絵
馬
の
奉
納
は
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
総
合
的
な
判
断
を

踏
ま
え
、【
図
1
】
で
は
、
江
戸
時
代
と
区
分
し
て
い
る
。

　

付
記
と
し
て
、
今
回
の
調
査
で
は
、
絵
馬
の
存
在
や
、
年
号
記
載
の
あ

る
資
料
が
不
明
で
あ
っ
た
京
都
府
、
大
阪
府
、
鳥
取
県
、
佐
賀
県
、
長
崎

県
に
つ
い
て
も
、
江
戸
時
代
に
鯰
の
絵
馬
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高

い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ま
ず
該
当
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
社
や
祠
の
創
建

が
古
く
、
皮
膚
病
祈
願
の
信
仰
が
あ
る
こ
と
や
、
鯰
の
絵
馬
の
奉
納
が
古

く
か
ら
慣
習
と
さ
れ
て
い
た
地
域
の
人
々
の
概
念
や
口
伝
が
現
代
に
も

残
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
あ
げ
て
お
く
。

　

他
、
奈
良
県
の
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
頃
設
立
さ
れ
た
地
蔵
石
仏
（
別

名
・
ナ
マ
ズ
地
蔵
）（
№
43
）
や
、
徳
島
県
の
鯰
神
社
（
№
47
）
に
つ
い

て
は
、
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
鯰
の
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
年
号
の
確
定
が
で
き
な
か
っ
た
。
熊
本
県
の
年
禰
神
社
の
石
絵

馬
（
№
37
）
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
奉
納
さ
れ
た
古
い
も
の
で

あ
る
が
、
祈
願
内
容
が
皮
膚
病
で
は
な
い
。【
表
2
】
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【図２】万治元年（1658）
三重県　徳蓮寺

【図４】享保20年（1735）
愛知県　泉蔵院（17）

【図６】文化11年（1814）
和歌山県 本恵寺

【図５】享保時代
広島県　勝福寺（白水観音）（18）

【図８】文政12年（1829）
福井県　白山神社（20）

【図７】文化11年（1814）
愛知県 神倉神社（19）

【図10】嘉永5年（1720）
福岡県　伏見神社

【図９】天保10年（1839）
兵庫県　妙観寺
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三
、
鯰
絵
馬
の
分
類
と
構
図

　

鯰
絵
馬
の
祈
願
内
容
の
グ
ラ

フ
を
作
成
し
概
観
し
て
み
た

い
。【
図
11
】

　
「
鯰
病
」
の
呼
び
名
は
、
白

ナ
マ
ズ
、
ナ
マ
ズ
ハ
ダ
、
ナ
マ

ヅ
、
な
ま
ず
は
げ
、
瘡
、
腫
れ

も
の
、じ
ん
ま
し
ん
、で
ん
瘋
、

な
ど
と
、
地
域
に
よ
っ
て
呼
び

名
は
様
々
で
あ
る
。本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
を
全
て
「
皮
膚
病
」
と

し
て
区
分
け
を
し
た
。
そ
の
結

果
、
約
７
割
の
鯰
絵
馬
（
83
件
）

の
祈
願
内
容
が
、
皮
膚
病
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。
歯
痛
（
2

件
）や
安
産
祈
願
・
子
孫
繁
栄
・

子
育
て
（
7
件
）
な
ど
、
寺
社

に
よ
っ
て
は
、
他
の
内
容
と
複

合
し
た
内
容
を
御
利
益
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
文
献
、
図
録
及
び
寺
社
の
社
伝
や
村
誌
を
熟
読
し
た
上
で
総
合

的
に
判
断
し
、
祈
願
の
位
置
付
け
が
強
い
内
容
を
選
定
し
た
。
ま
た
、
阿

蘇
信
仰
・
皮
膚
病
（
5
件
）
の
項
目
に
つ
い
て
は
少
数
と
な
っ
た
が
、
熊

本
県
に
は
阿
蘇
信
仰
の
あ
る
寺
社
の
御
利
益
が
、
病
気
祈
願
や
皮
膚
病
と

複
合
し
て
い
る
寺
社
が
多
い
。
皮
膚
病
と
の
関
連
が
な
い
寺
社
は
3
件
で

あ
っ
た
。
祈
願
内
容
が
不
明
（
20
件
）
で
あ
る
寺
社
に
つ
い
て
は
、
所
在

地
や
祈
願
内
容
の
記
載
が
無
い
場
合
が
含
ま
れ
る
。
寺
社
管
理
者
の
引
き

継
ぎ
等
で
、
鯰
絵
馬
の
所
在
と
と
も
に
、
言
い
伝
え
や
祈
願
内
容
の
口
伝

が
減
少
も
し
く
は
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
現
代
に
お
け

る
鯰
絵
馬
の
現
状
も
示
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、
鯰
絵
馬
の
構
図
で
あ
る
が
、
身
体
に
ナ
マ
ズ
が
発
生
し
た
時
の

全
癒
祈
願
、
安
産
の
祈
願
又
は
謝
禮
、
子
兒
の
無
病
息
災
祈
願
、
夫
婦
和

合
の
祈
願
、
結
婚
に
就
て
の
祈
願
、
一
般
の
病
気
平
癒
の
祈
願（

（2
（

」
を
挙
げ

て
い
る
記
述
が
多
い
。
小
絵
馬
の
特
徴
と
し
て
、
性
別
・
年
齢
・
干
支
・

名
前
は
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
祈
願
の
目
的
は
公
に
で
き
な
い
心
の

悩
み
で
あ
る
た
め
記
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る（

（2
（

。
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
に
、

鯰
絵
馬
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
鯰
の
数
は
、
人
の
数
と
み

て
間
違
い
は
な
い
と
捉
え
ら
れ
る
が
そ
の
鯰
に
祈
願
者
の
年
齢
や
性
別
は

読
み
取
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
下
記
に
お
い
て
、
四
種
類
に
分
類
を
試
み

皮膚病
69%

不明
17%

歯痛・皮膚病
2%

阿蘇信仰・皮膚病
4%

阿蘇信仰
2%

安産祈願・子孫繁栄・

子育て・皮膚病
6%

【図11】鯰絵馬の祈願内容グラフ
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た（
（2
（

。

　
　

１
．
鯰
一
匹
の
構
図

　
　

２
．
鯰
二
匹
の
構
図

　
　

３
．
多
数
の
鯰
の
構
図

　
　

４
．
鰻
と
鯰
の
構
図

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
１
．
鯰
一
匹

の
構
図
（
20
県
310
枚
）
71
件
と
２
．

鯰
二
匹
の
構
図
（
14
県
74
枚
）
35
件

【
図
12
】、
計
85
件
に
お
い
て
、
２

構
図
を
抽
出
し
、
検
証
し
た
。

　

ま
ず
「
鯰
一
匹
の
構
図
」
は
、
福

岡
県
（
65
構
図
、
以
下
省
略
）
と
福

井
県
（
64
）
に
突
出
し
て
多
く
見
ら

れ
る
。
続
い
て
、
熊
本
県
（
37
）、

三
重
県
（
33
）、
岐
阜
県
（
29
）、
愛

知
県
（
20
）、
兵
庫
県
・
和
歌
山
県

（
11
）、広
島
県（
8
）、大
阪
府（
6
）、

徳
島
県
（
7
）、
香
川
県
（
4
）、
京

都
府
・
長
崎
県
・
大
分
県
（
3
）、

奈
良
県
（
2
）、
岡
山
県
・
山
口
県
・

佐
賀
県
・
鹿
児
島
県（
1
）で
あ
る
。「
鯰
二
匹
の
構
図
」は
、福
岡
県（
32
）、

兵
庫
県
（
15
）
に
多
く
見
ら
れ
る
。
続
い
て
、
熊
本
県
（
6
）、
愛
知
県
・

和
歌
山
県
（
4
）、
奈
良
県
・
広
島
県
（
3
）、
岐
阜
県
・
滋
賀
県
・
大
阪

府
・
福
井
県
・
徳
島
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県
（
1
）
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

両
構
図
に
共
通
し
て
多
い
県
は
、
福
岡
県
と
兵
庫
県
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
体
系
的
に
鑑
み
て
地
域
別
に
意
義
を
定
義
付
け
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
絵
馬
に
描
か
れ
る
鯰
の
大
き
さ
は
、
構
図
に
関

係
が
あ
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。「
鯰
一
匹
で
あ
れ
ば
子
供
に
関

係
の
あ
る
祈
り
で
あ
り
、
二
匹
な
ら
ば
夫
婦
、
良
縁
に
關
聯
し
た
も
の
と

さ
れ
て
ゐ
る（

（2
（

。」
と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
鯰
一
匹
は
皮
膚
病
に
悩

む
子
供
に
つ
い
て
の
祈
願
、
鯰
二
匹
は
主
に
子
孫
繁
栄
の
意
味
と
し
て
捉

え
、
必
然
的
に
夫
婦
を
指
す
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

四
、
鯰
と
皮
膚
病
と
の
関
連

　

皮
膚
病
の
「
ナ
マ
ズ
」
と
は
、
鯰
に
は
腹
に
一
面
鯰
に
似
た
斑
点
が
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
ナ
マ
ズ
平
癒
の
絵
馬
に
な
っ
た
と
い
う
見
解
が
多
い
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

　

永
田
は
、「
江
戸
時
代
か
ら
『
し
ろ
な
ま
ず
』
と
魚
の
『
鯰
』
を
引
っ

0

10

20

30

40

50

60

70

鯰一匹

鯰二匹

【図12】「鯰一匹の構図」・「鯰二匹の構図」県別グラフ
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掛
け
た
白
い
「
鯰
」
の
絵
を
描
い
た（

（2
（

」
と
し
、
白
い
ナ
マ
ズ
絵
馬
は
、
皮

膚
病
の
『
し
ろ
な
ま
ず
』
に
掛
け
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
先
の
萩
生
田

氏
は
、
鯰
絵
馬
と
癜
病
と
の
関
わ
り
に
は
、
絵
馬
に
描
か
れ
て
い
る
魚
類

の
「
鯰
」
と
病
名
の
「
癜
」
は
訓
読
み
で
同
じ
く
「
な
ま
ず
」
で
あ
る
こ

と
や
、
魚
類
の
鯰
の
体
表
の
模
様
と
病
名
の
癜
の
症
状
が
不
規
則
な
斑
紋

を
描
く
と
い
う
二
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
癜
病

は
、
平
安
時
代
中
期
（
承
平
四
年
，
九
三
四
頃
）
の
漢
和
辞
典
『
倭
名
類

聚
抄
』
に
も
癜
病
の
和
名
「
な
ま
ず
は
だ
」
は
歴
易
と
し
て
認
知
さ
れ
て

お
り
、
日
本
最
古
の
医
学
全
書
『
医
心
方
』（
永
観
二
年
，
九
八
四
年
）

に
は
、
白
駁
風
（
な
ま
ず
肌
）
の
治
療
法
が
記
さ
れ
、
中
国
の
隋
時
代
に

編
纂
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
医
学
書
『
病
原
論
』
に
は
「
人
の
頸
の
あ
た
り

か
ら
胸
部
、
脇
の
下
の
皮
膚
が
自
然
に
ま
だ
ら
に
剥
が
さ
れ
た
点
が
連

な
っ
て
い
る
。
色
は
や
や
白
く
、
ま
た
烏
色
の
も
の
も
あ
る
。
痛
み
や
痒

み
は
な
い
。
こ
れ
を
癧
瘍
（
歴
易
‥
筆
者
註
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

も
ま
た
、
邪
風
が
皮
膚
に
侵
入
し
、
気
血
と
調
和
で
き
な
い
た
め
に
で
き

る
も
の
で
あ
る
、
と
。
和
名
ナ
マ
ズ
ハ
ダ
（
奈
末
都
波
太
‥
筆
者
註
）。」

と
記
し
て
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
調
査
を
し
て
い
く
過
程
で
皮
膚
病

の
鯰
肌
を
白
ナ
マ
ズ
、
ナ
マ
ズ
ハ
ダ
、
ナ
マ
ヅ
、
な
ま
ず
は
げ
な
ど
地
域

に
よ
っ
て
呼
び
名
の
違
い
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
鯰
の

肌
に
似
て
い
る
点
や
、
鯰
と
癜
肌
に
掛
け
た
言
葉
の
響
き
な
ど
の
原
因
が

重
な
り
次
第
に
認
知
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。な
か
で
も
そ
の
様
相
は「
ゴ

マ
ナ
マ
ヅ
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
よ
う
。【
図
13
】

【図13】「ゴマナマズ」『湖中産物図證中巻２』藤居重啓　文化12（1815）
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で
は
皮
膚
病
の
「
癜
病
」
を
ナ
マ
ズ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い

つ
か
ら
だ
ろ
う
か
。
下
記
で
は
、
古
い
年
代
順
に
関
連
資
料
を
説
明
し
て

い
く
。

　

最
古
の
資
料
と
し
て
は
、
一
六
四
四
年
に
遡
る
。
萩
生
田
氏
に
よ
る
記

載
を
下
記
に
抜
粋
す
る（

（2
（

。

　

ま
た
、
同
氏
は
、
俳
諧
や
川
柳
に
皮
膚
病
の
癜
病
が
歌
い
込
ま
れ
て
い

た
こ
と
を
下
記
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
一
般
的
な
知
識
と
し
て
、「
皮
膚
病

＝
鯰
」
と
い
う
認
識
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
癜
病
は
、
ど
の
よ

う
な
症
状
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
当
時
発
売
さ
れ
て
い
た
美

容
の
手
引
書
「
都
風
俗
化
粧
伝
」
に
、
着
目
し
た
い
。

　

癜
風
に
つ
い
て
、「
黒
癜
風　

癜
風　

俗
称
を〈
く
ろ
な
ま
ず
〉と
い
う
。

デ
ン
プ
ウ
菌
に
よ
り
で
き
る
淡
褐
色
か
ら
暗
褐
色
の
斑
点
。
と
き
に
逆
に

色
素
脱
失
斑
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
大
き
さ
は
米
粒
大
か
ら
手
掌
大
以

『
毛
吹
草
』（
寛
永
二
十
一
年
・
一
六
四
四
）

　
　

鯰
―
人
の
肌
、
刀
の
鞘
、
竹
生
嶋

『
初
元
結
』（
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
）

　
　

鯰
―
人
肌
、
刀
鞘
、
竹
生
嶋

『
便
船
集
』（
寛
文
九
年
・
一
六
六
九
）

　
　

鯰
―
刀
の
鞘
、
地
震
、
人
の
肌
、
池
、
竹
生
嶋
、
弁
才
天

『
類
船
集
』（
延
宝
四
年
・
一
六
七
六
）

　
　

鯰
―
刀
の
鞘
、
地
震
、
人
の
肌
、
瓢
箪
、
池
、
竹
生
嶋
、
弁
才
天

◉�

顔
の
な
ま
づ
や
化
粧
か
す
め
ん　

は
れ
な
れ
ば
心
の
ど
ま
ぬ
宮
使

〈
林
門
跡
〉（
寛
文
六
年
・
一
六
六
六
）

◉�

ひ
ろ
が
り
て　

か
ほ
に
な
ま
ず
の
べ
ん
ざ
い
て
ん　

火
燵
び
ら
き

（
元
文
三
年
・
一
七
三
八
）

◉�

な
ま
ず
有
る
顔
に
も
伊
達
の
作
り
髭　

宝
暦
中
神
風
（
寛
延
四
年
・

一
七
五
一
〜
宝
暦
十
四
年
・
一
七
六
四
）

◉�

い
さ
葉
の
よ
ふ
に
青
鬼
の
白
な
ま
ず　
（
松
丸
）
柳
多
留
百
十
四
篇

（
天
保
二
年
・
一
八
三
一
）

◉�

鳥
の
糞
石
の
地
蔵
へ
白
な
ま
ず　
（
弁
丸
）　

柳
多
留
百
十
八
篇
（
天

保
三
年
・
一
八
三
二
）
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上
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。」「
白
癜
風　

後
天
的
に
発
生
す
る
皮
膚
色
素
の

脱
失
斑
。
円
形
ま
た
は
不
正
形
で
、
周
囲
の
皮
膚
は
幾
分
色
素
が
増
す
の

で
、
境
界
は
明
瞭
で
あ
る
。
尋
常
性
白
斑
。」
と
あ
る
。【
図
14
】【
図
15
】

　

治
療
の
効
果
の
ほ
ど
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
又
法
へ
び
の
ぬ
け
が
ら

　

蛇
脱
皮
」（
→
③
）
の
箇
所
で
は
、「『
本
草
網
目
』
に
〔
癜
風
白
駁
〕

蛇
皮
灰
を
醋
で
調
え
て
塗
る
、
そ
し
て
駁
は
、
ま
だ
ら
、
つ
ま
り
白
癜
風

で
あ
る
。」
と
記
載（

（2
（

が
あ
る
。

　

下
記
に
抜
粋
す
る
。

「
○
黒
癜
風
を
治
す
伝
【
図
14
】
→
①

　

あ
わ
せ
ど　
　
　
　

合
砥

　

か
み
そ
り
を
あ
わ
せ
と
ぐ
石
の
き
め
こ
ま
か
き
砥
な
り
。　

  

ご
し
ゆ　
　
　
　
　

呉
茱
萸　

  

は
ら
や　
　
　
　
　

軽
粉
」

「
○
白
癜
風
を
治
す
伝
【
図
15
】
→
②

　

に
っ
け
い　
　
　
　

 

肉
柱　
　

一
匁

　

た
ん
ば
ん　
　
　
　

 

丹
礬　
　

一
匁

　

け
い
ふ
ん　
　
　
　

 

軽
粉　
　

一
匁

　

い
お
う　
　
　
　
　

 

硫
黄　
　

二
匁
」

【図14】「〔女子愛敬〕都風俗化粧伝 上」1813　国会図書館

①
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江
戸
時
代
の
末
期
に
入
っ
て
大
成
し
た
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
化
粧
を
体
系

づ
け
た
本（

（2
（

と
し
て
名
高
い
『
都
風
俗
化
粧
伝
』
に
あ
る
こ
と
か
ら
鑑
み
て

も
、
長
い
間
癜
病
は
、
世
の
人
々
に
広
く
周
知
さ
れ
た
、
隠
れ
ざ
る
悩
み

で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
周
知
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
同
時
期
に
、
安
政
大
地
震
直
後
に
出
回
っ
た
鯰
絵
に
も
、
癜
肌
を
取

り
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
萩
生
田
氏
が
、
鯰

絵
の
「
即
席
鯰
ば
な
し
」
に
、
癜
病
の
症
状
が
み
ら
れ
る
人
物
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。【
図
16
】【
図
（
（2
（17

】

　

鯰
絵
が
震
災
時
に
流
行
と
な
っ
た
の
は
、
悲
惨
な
状
況
や
苦
悩
を
笑
い

で
癒
す
要
素
が
強
く
込
め
ら
れ
た
背
景
が
あ
る
。
そ
の
特
異
な
性
質
上
、

民
衆
の
関
心
を
引
く
構
図
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
認
知
度
が

高
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。こ
れ
は
鯰
病
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
者
が
、

鯰
絵
が
流
行
し
た
幕
末
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
り
、
皮
膚
病
の

癜
は
、
幅
広
い
年
代
に
関
心
の
高
い
病
気
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

【図15】「〔女子愛敬〕都風俗化粧伝 上」1813　国会図書館

②③
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結
語

　

大
絵
馬
は
、
制
作
す
る
際
に
著
名
な
絵
師
に
描
か
せ
る
な
ど
、
造
形
的

に
も
完
成
度
の
高
い
作
例
が
奉
納
さ
れ
る
寺
社
も
あ
る
。
し
か
し
今
回
調

査
し
た
鯰
絵
馬
の
大
半
は
、民
俗
芸
術
の
役
割
を
果
た
す
小
絵
馬
で
あ
り
、

故
に
素
朴
な
画
風
で
、
地
域
や
地
元
に
住
む
人
々
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い

た
こ
と
を
報
告
し
た
い
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
皮
膚
病
以
外
に
も
、
下
記
の
よ
う
に
疱
瘡
や

麻
疹
と
い
っ
た
は
や
り
病
が
人
々
の
重
い
悩
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
、以
下
、

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
発
行
の「
は
や
り
病
の
錦
絵
」に
見
る
よ
う
に
、

天
然
痘
（
疱
瘡
）、
麻
疹
、
水
疱
瘡
（
水
疱
）
は
人
生
の
「
お
役
三
病
」

と
さ
れ
、
一
生
に
一
度
し
か
か
か
ら
な
い
こ
の
三
つ
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
、
健
康
面
で
の
最
大
の
願
い
で
あ
り
、
特
に
天
然
痘
、
麻
疹
は
死
亡

率
が
高
く
、
一
度
流
行
す
る
と
多
く
の
人
々
が
命
を
失
っ
た
。
ま
た
命
が

助
か
っ
て
も
痘
痕
が
残
っ
た
り
、
失
明
し
た
り
し
た
。
親
は
で
き
る
だ
け

軽
く
す
む
よ
う
に
、
神
や
呪
術
な
ど
に
も
す
が
っ
て
我
が
子
の
健
康
を

祈
っ
た（

（3
（

こ
と
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

少
な
く
と
も
九
州
地
方
か
ら
江
戸
の
地
域
の
人
々
に
と
り
「
癜
病
」
は

身
近
な
病
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、「
我
が
子
の
健
康
を
祈
っ
た
」

【図16】「即席鯰はなし」東京大学附属図書館
石本コレクションⅠ所蔵

➡

　

お（

大

勢

）

ほ
ぜ
い
う
ち
よ
り
見
る
に
、
か（

体

）

ら
た
中
あ（

痣
）ざ
だ
ら
け
な
れ
バ
、

「
コ
レ
コ
レ
、こ
の
あ
ざ
を
見
な
せ
へ
、「
エ
エ
、こ
り
や
ア
あ
ざ
じ
や
ア
ね
へ
、

「
ナ
ゼ
へ
、「
イ
ヤ
サ
、
こ
れ
ハ
な
ま
づ
た
も
の
を

【図17】読み下し（30）



― 99 ― 鯰絵馬に込められた病平癒について

と
い
う
点
で
皮
膚
病
の
悩
み
を
持
つ
親
や
本
人
の
心
は
同
様
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
の
す
が
る
信
仰
の
形
に
、
鯰
絵
馬
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

鯰
絵
馬
の
「
鯰
一
匹
」
の
構
図
は
、「
子
供
」
や
「
一
個
人
」
を
表
象

し
て
い
る
と
、
筆
者
は
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
、
必
然
的
に
「
鯰
二
匹
」

の
構
図
で
は
、
そ
の
両
親
、
ま
た
は
子
孫
繁
栄
と
い
っ
た
子
供
を
想
起
さ

せ
て
い
る
と
推
定
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
多
数
の
鯰
の

構
図
」
と
「
鰻
と
鯰
の
構
図
」
の
表
象
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
癜
病
は
老
若
男
女
に
お
こ
る
原
因
不
明
の
皮
膚
病
で

あ
る
。
そ
の
性
質
は
、
地
震
が
お
こ
る
恐
怖
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
は
、
人
知
れ
ず
氏
名
や
祈
願
内
容
を
伏
せ
る
傾
向
の
あ
る

小
絵
馬
祈
願
は
、
奉
納
者
の
生
ま
れ
年
の
干
支
と
男
女
の
別
の
み
を
記
載

し
た
も
の
が
多
く
、
奉
納
し
た
年
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
い
。「
他

人
に
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
祈
願
の
一
部
分
を
象
徴
的
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
い
は
語
呂
合
わ
せ
、
判
じ
物
の
よ
う
な
、
間
接
的
な
表
現
の
図

柄（
（3
（

」
と
永
田
が
述
べ
た
そ
の
小
絵
馬
の
特
徴
は
、
判
じ
絵
で
あ
る
作
者
不

明
の
鯰
絵
の
性
質
と
類
似
し
て
い
る
。

　

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
の
頃
か
ら
、
皮
膚
病
の
「
癜
病
」
は
、

語
呂
合
わ
せ
も
相
ま
っ
て
同
じ
読
み
を
す
る
「
な
ま
ず
」
と
重
ね
、
文
政

四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
癜
肌
に
か
か
れ
ば
鯰
絵
馬
を
奉
納
す
る
慣
習
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
三
十
余
年
を
経
た
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
の
震
災
時
に
鯰
絵
が
多
数
出
版
さ
れ
た
際
に
も
「
癜
病
」

の
症
状
が
み
ら
れ
る
人
物
が
記
さ
れ
た
作
例
が
登
場
し
て
い
た
と
い
え
よ

う
。
以
上
、
本
稿
で
は
主
に
西
日
本
で
行
っ
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
一

般
的
に
地
震
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
鯰
の
表
象
が
、
皮
膚
病
平
癒
祈
願
と
も

に
古
く
か
ら
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
描

か
れ
た
鯰
の
図
像
の
分
類
を
進
め
、
表
象
さ
れ
た
鯰
の
文
化
史
を
よ
り
深

く
論
証
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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福
島
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］

一
九
八
五
『
蛙
の
子
は
蛙
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
7
巻
（
福
島
）」
同
朋
舎
出
版
、

稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
八
五
『
蛙
の
子
は
蛙
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
7
巻
（
福

島
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
八
六
『
も
の
言
う
（
類
和
３
）（
類
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和
４
）（
類
和
５
）（
類
和
６
）』「
日
本
昔
話
通
観 

第
8
巻
（
栃
木
・
群
馬
）」
同

朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
八
八
『
運
定
め
（
類
和
１
）』「
日
本
昔
話

通
観 

第
9
巻
（
茨
城
・
埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田

浩
二
［
ほ
か
］
一
九
八
六
『
運
の
よ
い
猟
師
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
10
巻
（
新
潟
）」

同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
八
六
『
も
の
言
う
魚
（
類
和
３
）』「
日

本
昔
話
通
観 

第
11
巻 （
富
山
・
石
川
・
福
井
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］

一
九
八
一
『
な
ま
ず
と
く
も
の
け
ん
か
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
12
巻
（
山
梨
・
長

野
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
八
〇
『
大
島
と
え
び
（
類
和
２
）』

「
日
本
昔
話
通
観 

第
13
巻
（
岐
阜
・
静
岡
・
愛
知
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ

か
］
一
九
八
〇
『
も
の
言
う
魚
（
類
和
３
）』「
日
本
昔
話
通
観 

第
13
巻
（
岐
阜
・

静
岡
・
愛
知
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
七
七
『
な
ま
ず
と
き

じ
と
火
の
粉
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
14
巻（
京
都
）」同
朋
舎
出
版
、稲
田
浩
二［
ほ

か
］
一
九
七
七
『
く
も
報
恩
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
14
巻
（
京
都
）」
同
朋
舎
出
版
、

稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
七
七
『
う
ど
ん
な
ま
ず
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
15
巻
（
三

重
・
滋
賀
・
大
阪
・
奈
良
・
和
歌
山
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］

一
九
七
八
『
三
匹
猿
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
16
巻
（
兵
庫
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲

田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
七
八
『
な
ま
ず
の
夢
判
断
』「
日
本
昔
話
通
観 
第
16
巻
（
兵

庫
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
七
八
『
三
匹
猿
』「
日
本
昔
話
通

観 

第
17
巻
（
鳥
取
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
七
八
『
え
び
と

な
ま
ず
と
大
島
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
17
巻
（
鳥
取
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩

二
［
ほ
か
］
一
九
七
九
『
三
匹
の
猿
・（
類
話
１
）』「
日
本
昔
話
通
観 

第
19
巻
（
岡

山
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
七
九
『
竹
切
り
爺
（
類
話
12
）』「
日

本
昔
話
通
観 

第
19
巻
」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
七
九
『
果
て

な
し
話
（
類
話
5
）』「
日
本
昔
話
通
観 

第
19
巻
」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ

か
］
一
九
七
九
『
だ
ま
さ
れ
狐
（
類
話
１
）』「
日
本
昔
話
通
観 

第
19
巻
」
同
朋

舎
出
版
、稲
田
浩
二［
ほ
か
］一
九
八
〇『
恋
の
道
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
24
巻（
長

崎
・
熊
本
・
宮
崎
）」
同
朋
舎
出
版
、
稲
田
浩
二
［
ほ
か
］
一
九
八
〇
『
な
ま
ず

騒
動
』「
日
本
昔
話
通
観 

第
24
巻
（
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
）」
同
朋
舎
出
版
、
今

村
明
恒　

一
九
四
一
『
鯰
の
ざ
れ
ご
と
』
三
省
堂
、
巌
谷
小
波　

一
九
七
八
『
鯰

浄
覺
』「
説
話 

大
百
科
事
典 

第
七
巻
」名
著
普
及
会
、巌
谷
小
波　

一
九
七
八『
鯰

の
命
乞
』「
説
話 

大
百
科
事
典 

第
七
巻
」
名
著
普
及
会
、
江
原
絇
子　

二
〇
一
一

『
日
本
の
食
文
化
史
年
表
』
吉
川
弘
文
館
、
遠
藤
元
男
［
ほ
か
］
一
九
八
三
『
飲

食　

日
本
史
小
百
科
．
16
』
近
藤
出
版
社
、
大
口
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
五
『
ナ

マ
ズ
の
清
水
』「
大
口
町
の
む
か
し
ば
な
し
」
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
小
田

輝
吉　

二
〇
〇
五
『
お
し
ょ
う
ナ
マ
ズ
』「
山
口
県
の
民
話
」
偕
成
社
、
狩
野
敏

也　

一
九
九
五
『
平
成
の
鯰
料
理
探
訪
』「
鯰
絵
」
里
文
出
版
、
川
上
行
藏
［
ほ
か
］

一
九
九
〇
『
日
本
料
理
由
来
事
典
・
中
（
す
～
わ
）』
同
朋
舎
、
川
上
行
蔵　

二
〇
〇
六
『
食
生
活
語
彙
五
種
便
覧
』 

岩
波
書
店
、
小
暮
正
夫　

二
〇
〇
六
『
三

川
渕
の
大
な
ま
ず
』「
日
本
の
怪
ぶ
つ
話
」
偕
成
社
、
白
鳥
庫
吉
［
ほ
か
］

一
九
七
八
『
日
本
民
俗
文
化
体
系
［
9
］』
小
学
館
、
鈴
木
棠
三　

一
九
八
二
『
日

本
俗
信
辞
典
』
角
川
書
店
、
坪
井
洋
文
［
ほ
か
］
一
九
九
五
『
日
本
民
俗
文
化
体

系
［
10
］』
小
学
館
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会　

二
〇
〇
四
『
お
し
ょ
う
な
ま
ず
』

「
山
口
の
民
話
」
偕
成
社
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会　

二
〇
〇
〇
『
竹
生
島
と
ナ

マ
ズ
』「
滋
賀
県
の
民
話
」
偕
成
社
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会　

二
〇
〇
〇
『
ナ

マ
ズ
神
の
ほ
こ
ら
』「
徳
島
県
の
民
話
」
偕
成
社
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会　

二
〇
〇
〇
『
山
下
淵
の
大
ナ
マ
ズ
』「
長
崎
県
の
民
話
」
偕
成
社
、
日
本
風
俗
史

学
会　

一
九
八
九
『
図
説
江
戸
時
代
食
生
活
事
典
』
雄
山
閣
、
鈴
木
棠
三　

一
九
八
二
『
日
本
俗
信
辞
典　

動
・
植
物
編
』
角
川
書
店
、
野
村
敬
子　

二
〇
一
三
『
柳
本
伝
承
・
ナ
マ
ズ
の
恩
返
し
』［
柳
本
文
化
へ
の
誘
い　

25　

國

學
院
大
学
］
下
野
新
聞
新
書
、
野
本
寛
一　

二
〇
一
一
『
食
の
民
俗
事
典
』
柊
風

舎
、
野
村
純
一
［
ほ
か
］
一
九
八
四
『
多
鯰
が
池
（
類
話
）』「
日
本
伝
説
体
系 

第
11
巻
山
陰
編
」
み
ず
う
み
書
房
、
挾
間
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
四
『
馬
貝
塚

氏
は
、
な
ま
ず
に
乗
っ
て
き
た
』「
狭
間
町
の
伝
統
と
民
話 

第
２
集
」
狭
間
町
教

育
委
員
会
、
福
田
晃　

一
九
八
八
『
鯰
食
わ
ず
』「
日
本
伝
説
体
系
・
第
８
巻
北
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近
畿
編
」
み
ず
う
み
書
房
、
福
田
晃
［
ほ
か
］
一
九
八
二
『
次
郎
池
の
大
鯰
・（
類

和
）』「
日
本
伝
説
体
系
第
［
12
］
巻
四
国
編
」
み
ず
う
み
書
房
、
福
田
晃
［
ほ
か
］

一
九
八
二『
鯰
住
ま
ず
』「
日
本
伝
説
体
系
第［
12
］巻
四
国
編
」み
ず
う
み
書
房
、

福
田
ア
ジ
オ　

二
〇
〇
〇
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
藤
沢
衛
彦　

一
九
五
六
『
鯰
男
』「
日
本
民
族
伝
説
全
集 

第
2
巻
」
関
東
篇　

河
出
書
房
、
藤

沢
衛
彦　

一
九
五
六
『
要
石
と
地
震
鯰
』「
日
本
民
族
伝
説
全
集 

第
2
巻
」
関
東

篇　

河
出
書
房
、
藤
沢
衛
彦　

一
九
七
一
『
図
説 

日
本
民
俗
学
全
集
第
2
巻
』

高
橋
書
店
、
名
著
普
及
会　

一
九
七
九
『
鯰
の
命
乞
』
世
界
神
話
伝
説
大
系
、
町

田
喜
代
美
「
巴
波
の
鯰
」
二
〇
〇
六
『
と
ち
ぎ
の
民
話
シ
リ
ー
ズ
』
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
55
会
、
迷
信
調
査
協
議
会　

一
九
八
〇
『
地
震
と
ナ
マ
ズ
の
謎
』「
俗
信
と

迷
信
」
洞
史
社
、
森
浩
一
［
ほ
か
］
一
九
七
八
『
日
本
民
俗
文
化
体
系
［
14
］』 

小
学
館
、
宮
田
登
［
ほ
か
］
一
九
九
五
『
日
本
民
俗
文
化
体
系
［
9
］』 

小
学
館
、

宮
田
登
［
ほ
か
］
一
九
八
五
『
日
本
民
俗
文
化
体
系
［
11
］』
小
学
館
、
民
俗
学

研
究
所
ａ　

一
九
五
五
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙 
第
一
巻
』
平
凡
社
、
民
俗
学
研

究
所
ｂ　

一
九
五
五
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙 
第
三
巻
』
平
凡
社
、
柳
田
國
男　

一
九
七
〇
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙 

三
巻
』、
山
中
清
次
［
下
野
民
俗
研
究
会
］

二
〇
〇
四
『
ナ
マ
ズ
の
恩
が
え
し
』「
読
み
が
た
り
栃
木
の
む
か
し
ば
な
し
下
野

民
俗
研
究
会
」
日
本
標
準
、
湯
浅
良
幸　

二
〇
一
〇
『
露
田
渕
の
白
な
ま
ず
』「
阿

波
の
民
話 

第
３
集
」
徳
島
新
聞
社
、
湯
浅
良
幸　

二
〇
一
〇
『
大
蛇
と
大
な
ま
ず
』

「
阿
波
の
民
話 

第
３
集
」
徳
島
新
聞
社
、
湯
浅
良
幸　

二
〇
一
一
『
上
大
野
の
白

ナ
マ
ズ
』「
阿
波
の
民
話 

第
6
集
」
徳
島
新
聞
社
、
湯
浅
良
幸　

二
〇
一
二
『
杉

森
さ
ん
の
白
ナ
マ
ズ
』「
阿
波
の
民
話 

第
9
集
」
徳
島
新
聞
社
、
湯
浅
良
幸　

二
〇
一
二
『
岩
津
の
大
ナ
マ
ズ
』「
阿
波
の
民
話 

第
10
集
」
徳
島
新
聞
社
、
湯
浅

良
幸　

二
〇
一
三
『
川
田
の
ナ
マ
ズ
神
』「
阿
波
の
民
話 

第
13
集
」
徳
島
新
聞
社
、

武
者
金
吉　

一
九
五
七
『
地
震
な
ま
ず
』
東
洋
図
書
、
作
者
不
詳　

一
八
八
〇
『
鯰

退
治
筆
之
鉾
権
理
』
開
成
社
、
関
沢
紀　

一
九
九
四
『
鹿
島
七
不
思
議
も
の
が
た

り 

な
ま
ず
の
石
』
新
泉
社
、
伊
藤
龍
平　

二
〇
〇
四
『
大
鯰
に
遭
っ
た
俳
人
の

話
―
『
雪
窓
夜
話
』
冒
頭
話
を
め
ぐ
っ
て
』「
國
學
院
大
學
近
世
文
学
会
会
報
10
」

國
學
院
大
學
近
世
文
学
会
、
國
學
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
口
承
文
芸
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
五
『
大
塚
政
和 

述
・
巴
波
川
の
ウ
ナ
ギ
と
ナ
マ
ズ
』『
ナ
マ
ズ
の
恩
返
し
』

「
栃
木
：
短
大
生
が
聴
い
た
む
か
し
む
か
し
」
星
の
環
会
）
を
追
加
し
て
い
る
。

（
11
）�

半
田
隆
夫
『
神
神
と
鯰
』
一
九
九
六　

私
家
蔵　

pp.9-23, pp.26-32, pp.35-46, 
pp.51-59, p77

、
半
田
隆
夫
『
神
佛
と
鯰
』
一
九
九
九　

私
家
版　

pp.9-11, 
pp.13-14, pp.26-36 ,pp.41-42

、
半
田
隆
夫
『
神
佛
と
鯰　

続
１
』
二
〇
〇
五　

私
家
版　

pp.9-11, pp.27-34

『
生
き
物
文
化
誌
学
会 

福
岡
例
会
』
講
演
資
料
、

萩
生
田
憲
昭
「
鯰
絵
馬—

そ
の
所
在
と
俗
信
」『
ナ
マ
ズ
の
博
覧
誌
』pp.166-167

（「
鯰
絵
馬
の
所
在
地
」
一
覧
）、「
球
磨
弁
珍
語
録
」
二
〇
〇
五
、「
み
ど
こ
ろ
紹
介
」

二
〇
一
〇　

人
吉
新
聞
社
、
人
吉
新
聞　

二
〇
一
二
年
七
月
九
日
「
み
ど
こ
ろ
紹

介
」、
人
吉
新
聞　

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
九
日
「
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
」、
掲
載

記
事
（
二
〇
〇
六
年
十
月
十
八
日
、
二
〇
一
〇
年
四
月
十
九
日
、
二
〇
一
二
年
七

月
九
日
、
二
〇
一
三
年
五
月
三
日
）、
熊
本
県
球
磨
郡
相
良
村
の
上
川
阿
蘇
神
社
、

人
吉
市
井
ノ
口
町
の
井
口
八
幡
神
社
、
球
磨
郡
錦
町
木
上
北
の
二
宮
神
社
他
、
現

地
調
査
す
る
過
程
に
お
い
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
新
し
い
寺
社
を
追
加
。

（
12
）�

岐
阜
県
教
育
委
員
会/

岐
阜
県
博
物
館
編　

一
九
八
一
『
美
濃
の
絵
馬
』p.20

、

関
市
教
育
委
員
会
『
関
市
史 

民
俗
編
』
一
九
九
六　

ぎ
ょ
う
せ
い　

p.675

、
尼

崎
郷
土
史
研
究
会
編　

一
九
八
八
「
尼
崎
の
絵
馬
」p.11

、
森 

誠
一　

二
〇
〇
七

「
生
き
物
文
化
誌
と
し
て
の
「
鯰
」
―
三
重
県
徳
蓮
寺
の
鯰
絵
馬
か
ら
見
え
て
く

る
こ
と
」『
ビ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
』
8 pp.98-107

、
松
井
魁
『
う
な
ぎ
の
本
』

一
九
七
七　

柴
田
書
店　

p.269

、
上
南
部
誌
編
纂
委
員
会
『
上
南
部
誌
』

一
九
六
三　

南
部
川
村　

p.569

、
和
歌
山
県
立
博
物
館
編　

一
九
七
八
『
紀
州

の
絵
馬
』、
揖
善
継
「
紀
州
の
文
物
に
み
る
ウ
ナ
ギ
伝
承
・
伝
説
」『
紀
伊
風
土
記

の
丘
研
究
紀
要
第
3
号
』
二
〇
一
五　

和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘　

pp.11-
20

、
揖
善
継
「
地
震
だ
け
で
は
な
い
、
人
と
の
か
か
わ
り
」『
生
き
も
の
日
誌
』

二
〇
一
五　

日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー　

pp.34–35

、
近
藤
雅
樹
『
ね
が
い
・
う
ら
な
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い
・
お
ま
じ
な
い
欲
望
の
造
形
』
二
〇
〇
〇　

談
交
社　

p.27

、
上
妻
国
雄
「
宗

像
伝
説
風
土
記
・
上
」
一
九
七
八　

西
日
本
新
聞
社　

pp.50-53

、
賀
茂
校
区
明

る
い
町
づ
く
り
実
行
委
員
会
編　

一
九
九
六
『
免
の
里
を
た
ず
ね
て
』pp5-6

、

上
妻
国
雄
『
宗
像
伝
説
風
土
記
・
上
』
一
九
七
八　

西
日
本
新
聞
社　

pp.122-
124

、
堀
内
研
一
「
鯰
の
石
絵
馬
」『
大
津
歴
史
こ
ぼ
れ
話
』
二
〇
〇
六　

明
日
の

観
光
大
津
を
創
る
会　

pp.56-57

、
錦
町
教
育
委
員
会
編　

二
〇
一
六
「
錦
町
合

併
60
周
年
記
念 

錦
町
の
文
化
財
」p.88

、
熊
本
日
日
新
聞
社
編
集
局
編　

一
九
八
七
「
新
・
阿
蘇
学
」pp.42-43

、
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
編　

一
九
七
八
「
祈
願
小
絵
馬
」p.6

、
誉
水
村
誌
編
集
委
員
会
編　

一
九
七
二
「
誉

水
村
誌
」pp.677-678

、
中
津
市
編　

一
九
八
五
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
」pp.98-

99

、
秋
満
良
紀
「
豊
国
の
神
々
」
大
分
合
同
新
聞　

一
九
九
五
・
九
・
十
八
、
鍋
島

正
史　

二
〇
一
二　

手
記　

pp.7-8

、
武
蔵
野
美
術
大
学
民
俗
資
料
室
、
中
嶋
敬

介
「「
お
と
ぼ
う
な
ま
ず
」
の
背
景
」『
ふ
る
さ
と 
第80
記
念
特
大
号
』
甲
佐
町

文
化
協
会　

pp.25-27

、
半
田
市
博
物
館
編　

二
〇
一
〇
『
知
多
の
絵
馬
』p.82

、

名
古
屋
市
博
物
館『
祈
り
の
歴
史
―
絵
馬
』一
九
八
二　

名
古
屋
市
博
物
館　

p.39, 
85

、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
『
日
本
人
の
祈
り 

小
絵
馬
』
一
九
八
一　

奈
良
県

立
民
俗
博
物
館　

p.13

、
相
賀
徹
夫
『
法
隆
寺
の
至
宝 

第
6
巻
』
一
九
八
六　

小

学
館　

p.213, 310

、
北
條
時
宗
『
小
繪
馬
圖
聚
』
一
九
七
六　

木
耳
社
、
城
陽

市
歴
史
民
俗
資
料
館
編　

二
〇
一
四
『
願
い
い
ろ
い
ろ
絵
馬
い
ろ
い
ろ
』p.7
、

田
中
俊
次　

一
九
一
八
『
繪
馬
か
ゞ
美 

第
二
集 

第
2
集
之
2
』、
田
中
緑
江　

一
九
二
七
『
小
絵
馬
集
第
一
輯
』
郷
土
趣
味
社
、
鯖
江
市
教
育
委
員
会
編
『
鯖
江

市
ま
な
べ
の
館
企
画
展
「
よ
み
が
え
る
絵
馬
～
祈
り
と
願
い
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」』

二
〇
一
二　

鯖
江
市
教
育
委
員
会
、
福
井
県
立
博
物
館
図
録　

一
九
九
三
「
特
別

展 

絵
馬 EM

A
 GA

LLERY

」p.200

、
徳
島
県
文
化
振
興
財
団
「
石
井
真
之
助

小
絵
馬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
二
〇
〇
六　

徳
島
県
文
化
振
興
財
団
徳
島
県
郷
土
文
化

会
館　

pp.12-13

（
13
）�

昭
和
四
十
八
年
六
月
の
調
査
「
徳
蓮
寺
絵
馬
の
内
容
と
そ
の
年
代
」
に
て
、「
鰻

と
鯰
」
の
絵
馬
は
128
枚
、「
鯰
」
の
絵
馬
は
33
枚
で
あ
り
、
万
治
1
年
が
最
古
と

調
査
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
な
ま
ず
一
匹
」
の
構
図
が
33
枚
、「
う
な
ぎ
と

な
ま
ず
の
構
図
」
が
128
枚
あ
る
。（
佐
野
賢
治
『
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
の
研
究
―
日

本
的
仏
教
受
容
と
仏
教
民
俗
学
―
』
一
九
九
六　

吉
川
弘
文
館　

P.204

）

（
14
）�「
大
正
年
間
（
一
九
一
二
〜
二
六
）
の
金
比
羅
堂
修
復
に
と
も
な
っ
て
発
見
さ
れ

た
小
絵
馬
が
多
数
現
存
す
る
。
こ
の
中
に
は
江
戸
時
代
中
期
、
享
保
〜
宝
暦
年
間

（
一
七
一
六
〜
六
四
）
の
紀
年
銘
を
も
つ
絵
馬
も
十
数
点
あ
り
、
奉
納
年
の
記
さ

れ
な
い
も
の
も
、
そ
の
形
態
・
図
様
か
ら
ほ
ぼ
江
戸
中
期
か
ら
後
期
の
奉
納
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
小
絵
馬
で
奉
納
年
の
判
明
す
る
も
の
が
ま

と
ま
っ
て
現
存
す
る
例
は
、
愛
知
県
内
に
は
ほ
か
に
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
世

の
庶
民
信
仰
の
姿
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
図
様
に
鯰
を
描

く
も
の
が
多
い
点
に
も
特
色
が
あ
る
。」「
泉
蔵
院
に
伝
わ
る
小
絵
馬
の
図
様
に
は

本
資
料
の
よ
う
な
鯰
、あ
る
い
は
白
鯰
を
描
く
も
の
が
多
く
、皮
膚
病
の
一
種「
癜

（
な
ま
ず
）
の
語
呂
合
わ
せ
で
黒
癜
・
白
癜
と
い
っ
た
病
気
の
平
癒
祈
願
に
奉
納

さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」（
南
知
多
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

『
南
知
多
町
誌 

資
料
編
6
』
一
九
九
七　

南
知
多
町　

pp.770-771

）

（
15
）
中
津
市
編　

一
九
八
五
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
」pp.98-99

（
16
）
大
分
合
同
新
聞
『
豊
国
の
神
々
』
一
九
九
五
年
九
月
十
八
日
掲
載
記
事

（
17
）
半
田
市
博
物
館
編　

二
〇
一
〇
「
知
多
の
絵
馬
」p.82

（
18
）【
図
５
】
に
お
け
る
絵
馬
の
年
代
は
調
査
中
で
あ
る
。

（
19
）
蒲
郡
市
博
物
館　

一
九
九
一　

図
録
『
蒲
郡
の
絵
馬
』p.12, 24

（
20
）�

実
見
調
査
で
は
文
字
が
ほ
ぼ
消
え
か
か
り
確
認
し
づ
ら
い
た
め
図
録
（
福
井
県
立

博
物
館
図
録　

一
九
九
三
『
特
別
展 

絵
馬 EM

A
 GA

LLERY

」 p.180

）
を
提

示
し
て
い
る
。

（
21
）
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
発
行
の
田
中
俊
次
編
『
繪
馬
か
ゞ
美
』p.163

（
22
）�

萩
生
田
憲
昭
「
鯰
絵
馬
と
癜
病
と
の
関
わ
り
」『
ナ
マ
ズ
の
博
覧
誌
』
二
〇
一
六 

誠
文
堂
新
光
社　

p.162
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（
23
）�
項
目
外
で
は
あ
る
が
「
鯰
」
と
黒
字
で
書
か
れ
た
文
字
の
み
の
板
も
あ
る
。
他
、

静
岡
県
の
尊
永
寺
で
は
ナ
マ
ズ
の
絵
馬
の
裏
に
同
じ
皮
膚
病
祈
願
の
蛸
の
図
が
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
上
か
ら
左
斜
め
下
に
向
か
っ
て
ナ
マ
ズ
が
描
か
れ
て
い

る
構
図
の
絵
馬
は
、
阿
波
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
関
係
者
の
声
も
あ
っ
た
が
、
そ

の
構
図
は
福
島
県
の
丸
岡
町
白
山
神
社
に
も
多
数
所
在
し
て
い
た
た
め
現
段
階
で

は
根
拠
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

（
24
）
荒
井
富
三
『
繪
馬
の
國
』
一
九
四
〇　

四
國
民
報
社　

pp.72-73

（
25
）�

永
田
誠
吾
『
祈
り
の
絵
・
淡
路
島
の
絵
馬
』
二
〇
〇
五　

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー　

p.146

（
26
）�

気
谷
誠　

一
九
九
五
『
黒
船
と
地
震
鯰
―
鯰
絵
の
風
土
と
時
代
』
宮
田
登
・
高
田

衛
監
修
『
鯰
絵
―
震
災
と
日
本
文
化
』（
里
文
出
版
出
版
）pp.52-53

よ
り
提
示
し

て
い
る
。
萩
生
田
憲
昭
「
鯰
絵
馬
と
癜
病
と
の
関
わ
り
」『
ナ
マ
ズ
の
博
覧
誌
』

二
〇
一
六　

誠
文
堂
新
光
社　

pp.170-171

（
27
）�

佐
山
半
七
丸
「〔
女
子
愛
敬
〕
都
風
俗
化
粧
伝 
上
」
一
八
一
三　

秋
田
屋
太
右
衛

門
ほ
か
（
添
付
資
料
）。
佐
山
半
七
丸
『
都
風
俗
化
粧
伝
」
二
〇
〇
六　

平
凡
社 

pp.29-30, pp.35-36

（
訳
）

（
28
）
佐
山
半
七
丸
『
都
風
俗
化
粧
伝
』
二
〇
〇
六　

平
凡
社　

p.270

（
29
）�

萩
生
田
憲
昭
『
鯰
絵
馬
と
癜
病
と
の
関
わ
り
』『
ナ
マ
ズ
の
博
覧
誌
』
二
〇
一
六 

誠
文
堂
新
光
社　

pp.178–179, pp.168-170

（
30
）
加
藤
光
男
『
鯰
絵
総
目
録
』『
鯰
絵
』
一
九
九
五　

里
文
出
版　

p.270

（
31
）
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
『
は
や
り
病
の
錦
絵
』
二
〇
〇
一　

P.6

（
32
）�

永
田
誠
吾
『
祈
り
の
絵
・
淡
路
島
の
絵
馬
』
二
〇
〇
五　

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー　

p.300


